
１３日（木） 学年末テスト１日目

１４日（金） 学年末テスト２日目

２６日（水） 専門特別委員会

２８日（金） ３送会リハーサル

学年主任より

令和６年度 湖北台中学校
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令和７年２月１日

今年の冬は暖かいのかな、と思っていましたが、ここにきて本格的な冬の寒さが到来しています。２学年の生

徒たちは、授業を集中して受けたり、３年生を送る会の準備をしたり、毎日を一生懸命に生活しています。今月

の１３日、１４日に行われる学年末テストは、３学期だけでなく、年間の成績に関わるテストです。今必死で学

習に取り組むことは、来年度の受験勉強にもつながることと思います。

先日実施したキャリア教育「TWICE PLAN」の発表では企業の指令に対して自分たちが考えたプランを分か

りやすく伝えることができました。社会で必要とされる力の一つである「非認知能力」いわゆる、数値化されな

い力（誰とでも協力する力、最後までやり切る力など）を鍛えながら、取り組む生徒たちの姿が見られました。

２学年としての日々も残り２か月です。学力や非認知能力など鍛えるべき力を鍛え、全員が共に最上級生へ進

級、と胸を張って言えるように２月も全力でサポートしていきたいと思います。

２月の学習内容

２月の主な予定

「シチズン Bチーム」Gさん

僕は今回、TWICEPLANでの仕事を通して、

仕事は一人で進めるのではなく仲間と協力し意見

を聞きながら進めることが大切だと思いました。

また、プレゼンに合わせたリサーチをすること

が重要だと思いました。企画を考える時に実際の

人の意見があるととても考えやすく、実際に聞い

たことをもとにすると説得力があると思ったから

です。

２組 Iさん

修学旅行実行委員として大切にしていきたいことは、

みんなの意見をしっかりと聞くことです。様々な意見

を聞き、反映させることで、みんなが楽しめる修学旅

行にしたいと思っています。３年生になるとクラス替

えがあるので、修学旅行を通じてクラスの絆が深まる

ことも大きな目標だと思います。みんなが楽しめてき

ずなが深まるよう一生懸命活動していきたいです。

「明治 Bチーム」Mさん

クラスごちゃまぜのグループで、決められた課題

についてみんなで話し合って、プレゼンするために

何度も作り変えてきました。昼休みも集まったりた

くさん時間がかかりましたが、本番を終えた時、大

きな達成感がありました。今回、働くことは疲れる

けど、終わった時に「やりきった～！」と思えるの

が”働く”ということかなと思いました。いろんな

人の考え方やアイディアが集まるからこそ働くのは

難しくておもしろいなと思いました。

３組 Fさん

私は、この学年のみんなと行ける最後の旅行である

修学旅行を、大人になってふと思い出した時「あの頃

は楽しかったなぁ。また戻りたいなぁ。」と思い出せ

る修学旅行にしたいです。そのために、みんなで楽し

み今よりさらに仲を深められるようにしたり、宿泊先

や観光地で自分たちで決めたルールを守って気持ちよ

く過ごせるようにしたいです。そして、自然や街並、

文化や歴史を学ぶ雰囲気を作っていきたいです。

１組 Tさん

修学旅行実行委員になりたいと思ったのは、最高の

修学旅行にするための準備をしたいと思ったからです。

人生で一度しかない中学校の修学旅行を、なんとなく

行って帰ってくるのでは意味がないと思います。学年

全員で奈良・京都に新幹線で行く、こんな経験は二度

とないと思うので、しっかり準備をして、学年全員で

最高の思い出にしたいと思います。みんなが楽しめる

ように一生懸命活動していきたいです。

「森永 Aチーム」Hさん

私はTWICEPLANを始める前「働く」ということ

はまだまだ先のことだと思っていました。一年生

の頃もやったのですがこれから働くという実感が

わきませんでした。

ですが、今回は企業の目的を知って実感がわい

てきました。そこで働くということは、仲間との

チームワークが大切だと感じました。働くにはど

ういう力が必要か分かったのでその力を成長させ

ていきたいです。

国語 　学ぶ力　走れメロス

数学 　６章 確率　７章 データの分布

英語
　Program7
　　　A Gateway to Japan
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TWICE PLANの発表を終えて ～働くということ～ 修学旅行実行委員発足！ 熱い思い

百人一首大会開催！ 真剣な眼差し


